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平成３０年２月に学校教育自己診断を実施しましたところ、保護者の皆様におかれましては、多数の

回答をいただきありがとうございました。  

この学校教育自己診断は、本校の教育活動の成果を検証するとともに、生徒の実態や保護者の方々の

ニーズに対応できているか点検し、今後の教育改善のための方策を明らかにするために実施するもので

す。 

また、自由記述欄につきましても忌憚ないご意見ありがとうございました。このたび学校としての考

え方をまとめましたので回答させていただきます。今後はこの結果やいただきましたご意見等をも参考

にし学校運営に努めてまいりますので、よろしくお願いします。 

回答については、各項目につき、①あてはまる、②だいたいあてはまる、③あまりあてはまらない、

④あてはまらない、の４区分で判断していただきました。①と②を合わせたものの割合を肯定的な意見

として示させていただいております。 

 

 

（結果分析）保護者アンケート回答率 89.2% 

 

 「学校生活は楽しい（生徒 85.6%・保護者 88.4%）」及び「彩都西中学校は、良い学校だと思う（生

徒 83.5%）」について、学校全体として高い評価をいただいており、開校から 10年間の教育活動を継

承しながら、今後も充実発展させていきたい。 

 一方で、「今の自分に満足している（生徒 39.4%・保護者 55.4%）」、「みんなの前でもはっきりと自

分の意見が言える（生徒 48.3%・保護者 57.3%）」については、全項目の中で最も低く、生徒の自己

肯定感を高めるための取り組みを積極的に行いたい。 

 

◎ 学習指導に関すること。 

 「学校の授業は楽しい（生徒 62.5%・保護者 65.8%）」「学校の勉強はよくわかる（生徒 75.0%・

保護者 65.8%）」「わからない事は先生や生徒に聞いている（生徒 82.8%・保護者 73.3%）」であり、

わからないところを質問できる環境はあるが、より生徒が興味を持って、理解が深まる学習方法を模索

していきたい。 

 

◎ 生徒指導に関すること。 

 「学校のきまりは、守らないといけない（生徒 91.7%）」「社会のルールは守らないといけない（生徒

97.7%）」「学校は、お子さんに社会のルールやマナーを身につけさせようとしている（保護者89.0%）」

において、肯定的な意見が多い。「困っているときに相談できる友達がいる（生徒 87.8%・保護者

84.5%）」についても肯定的な意見が多いが、12.2%の生徒が「あてはまらない」と答えており、生徒

同士をつなげる取り組みを今後も強化していきたい。 

 



◎ 学校の施設・安全に関すること。 

「非常時の避難方法を知っている（生徒 92.4%）」「学校の施設や器具を大切にしている（生徒

95.0%）」「学校の施設は満足できる（保護者 88.8%）」と在校生および卒業生が学校施設を丁寧に使っ

てくれていたことが伺える。今後も調査でも同様な結果が得られるよう継続していきたい。 

 

 

（保護者自由記述欄の主な回答） 

 

◎ 年間行事に関すること。 

 彩都西小学校との行事（参観、懇談）の日程調整 

 年間行事予定を年度初めにほしい。 

 文化発表会・体育大会を休日に行ってほしい。 

 体育大会に学年演技を入れてほしい。 

 三者懇談ではなく、二者懇談を行ってほしい。 

 学年によって、参観懇談の時間を変えてほしい。 

回答）校区の小学校とは、学校行事を共有し、できるだけ行事が重ならないようにさせていただきます。

年間行事については、できるだけ早い時期にお知らせできるようにします。他の件については、

今後検討いたしますが、現時点で次年度変更する予定はありません。 

 

◎ 情報提供に関すること。 

 手紙類をネットで公開してもらいたい。 

 学級だよりでの状況報告依頼 

回答）学校だより以外の通信については、個人情報保護および防犯対策の観点から掲載を控えさせてい

ただいております。 

 

◎ 授業・評価に関すること。 

 授業をわかりやすくしてほしい。 

 定期テスト一週間前以外にも補習を行ってもらいたい。 

 定期考査の平均点・席次・偏差値等を公開してほしい。 

 評価がわかりにくい。 

回答）授業については、今後も教員の校内外における研修に積極的に参加することで、スキルアップを

図ります。授業でわからないところについては、定期テスト前に限らず、いつでも担当教員に質

問していただけたらと思います。定期テストの平均点などの公開については、大阪府の評価も絶

対評価になっており、他者との比較ではなく、自分が理解できているかどうかを評価しているた

め、考えておりません。評価方法については、学習指導要領改訂に向けて、検討してまいります。 

  



 

◎ 部活動に関すること。 

 部活動の数を増やしてもらいたい。 

 冬の時期の朝練をやめてもらいたい。 

 連絡を文章でも配ってほしい。 

 対外試合の時の安全な引率方法を検討してもらいたい。 

 外部指導者を積極的に活用してもらいたい。 

回答）部活動の種目については、毎年検討させていただきます。今年度開設している部活でも、来年度

指導者が転勤した場合等は募集をしないこともあります。指導については、各部の顧問に任せてお

ります。外部指導者については、積極的に活用したいと考えております。中学生の指導において適

切な方がおられましたら、ご紹介ください。 

 

◎ 学校施設に関すること。 

 生徒個人のロッカーがほしい。 

 購買部を作ってほしい。 

 菓子パンの販売を行ってほしい。 

回答）学校施設内において、パンの販売など購買部を設置することは、茨木市として認められておりま

せん。 

 

◎ その他 

 寒い時期にストーブが使用禁止になった。 

 全員給食を実施してもらいたい。 

 制服の上にジャージの着用をやめさせてほしい。 

 自転車通学の範囲を見直してもらいたい。 

 生徒証明書に生年月日を入れて、本人確認ができるものにしてもらいたい。 

 入学時の費用がかかりすぎる。スリッパ、体育館シューズなど 

回答）次年度における変更の予定はありませんが、生徒証明書および学校使用用品については、今後検

討してまいります。 


